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― 津 波 や 洪 水 、 高 潮 等 か ら 住 民 の 命 を 守 る ― 

 

１ 洪水ハザードマップの周知 
平成２３年度発行の広島市洪水ハザードマップを活用した説明会の開催等により、地域の浸水状

況や円滑な避難に関する事項等を周知 
 
２ 浸水時緊急退避施設の指定 

津波、洪水、高潮による浸水時における、住民の緊急一時的な退避先を確保するため、浸水想定
区域内の、構造等一定の要件を満たす建築物を浸水時緊急退避施設に指定 

【構造等の要件】 

    ・鉄筋コンクリート造または鉄骨鉄筋コンクリート造で地上４階建以上の建築物であること。 

・新耐震設計基準（昭和５６年６月１日施行）に適合していること、または、耐震診断等により耐震性が 

確認された建築物であること。 

    ・地上４階以上の高さに、緊急一時的に退避できる場所（廊下や階段、集客スペース等で、その合計面積 

が概ね１００㎡以上）を有すること。 

    ・緊急退避時に、容易に退避可能な構造または管理体制等を有すること。 
【平成 24 年 11 月 1 日現在指定状況】 

    市有施設 58 件、国有施設 11 件、民間共同住宅等 33 件（国有・民間施設とは協定を締結） 

     ※ 今後も公共施設や宿泊施設、民間共同住宅等との交渉を経て、浸水時緊急退避施設の指定に取り組む。 
 
３ 地域の避難計画マップの作成 

浸水時の住民の迅速な避難行動の徹底や住民の防災意識の高揚を図るため、自主防災組織が主体
となって地域独自の避難計画マップを作成、配布 

【マップ掲載事項】 

    津波・高潮・洪水の浸水想定、避難の支障となる危険箇所、浸水時緊急退避施設、避難経路等 

※ 浸水想定区域を有する９４小学校区について、３年間で避難計画マップを作成、配布 

※ 現行の津波浸水予測の見直しに応じ、津波避難計画マップの見直しを予定 

平成 24 年 11 月 13 日
広 島 市 消 防 局

浸水を想定した避難体制の整備について 

浸水時緊急退避施設
番号 名　　称 所　在　地
❶ ○○ビル ○○一丁目○－○
❷ ○○マンション ○○一丁目○－○
❸ ○○デパート立体駐車場 ○○一丁目○－○
❹ ○○ビル ○○一丁目○－○
❺ ○○ブック立体駐車場 ○○一丁目○－○
❻ ○○ビル ○○一丁目○－○
❼ ○○マンション ○○一丁目○－○
❽ ○○デパート立体駐車場 ○○一丁目○－○
❾ ○○ビル ○○一丁目○－○
❿ ○○ブック立体駐車場 ○○一丁目○－○
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